
「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた

授業展開の工夫点や課題
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研究実践科目

〈実践科目〉： 機械製図

〈対象クラス〉： 機械工学科群１年生

〈使用したICT〉：生徒用タブレット

書画カメラ

manaba



目標（ねらい）

１．予習をして授業に臨む姿勢をつ
くること

２．復習や振り返りが自分でできる
こと



授業実践内容（工夫点）：機械製図

 書画カメラを使って図形をかいていく手順を見せ
るようにした。

 かき方が分からなくなったときや、自宅での予
習・復習を想定して動画を編集し、manabaで閲
覧できるようにした。

 再生速度は、生徒が調整できる。



授業実践内容（工夫点）：機械製図



授業実践内容
（工夫点）：機械製図

 撮影機材：タブレット端末、書画カメラ、スイッチャー

 動画編集ソフト：Microsoft ビデオエディター



評価の方法

A+ A A- B+ B C

すばらしい よい 普通 あと一歩 努力が必要 未提出

１．製図課題についての評価基準

２．製図課題は評価して返却

３．期末考査の実施

（知識・技術の定着度、思考・判断したも
のを適切に表現できているか）



研究実践科目

〈実践科目〉：原動機

〈対象クラス〉：機械科２年生

〈使用したICT〉：生徒用タブレット

manaba



授業実践内容（工夫点）：原動機



授業実践内容（工夫点）：機械製図

 自宅で予習としてノート作りをしてから授業に
臨むように指示した。

 生徒が初めて見るノートはところどころ空欄に
なっている。

 PDFで表示するノートは、手書きのものとした。

 表などは、印刷して事前に配布しておいた。

 パフォーマンス評価も実施した。



授業実践内容（工夫点）：原動機

 パフォーマンス課題１学期：文化祭企画



授業実践内容（工夫点）：原動機

 パフォーマンス課題１学期：文化祭企画



アンカー作品



アンカー作品



評価の方法

A+ A B C D E

すばらしい よい 普通 あと一歩 努力が必要 未提出

 １．定期考査

知識・技術： 思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度

 ２．パフォーマンス評価

知識・技術：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度

 ３．授業の様子や課題やノートなどの提出物

知識・技術：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度



課題点

 目標に応じた評価を行うためにはどのような学習評価が適切か。

→指導を改善するための（授業を作っていく）評価と、

授業実践後、目標に照らして到達点を把握するための評価

を充実させること。

 評価の結果を評定に落とし込む方法。

→量的に判断できるもの、深度で判断できるもの、強弱で判

断できるものを考える。それぞれをA,B,Cで判断し、評定

として提示する。（観点別評価）

 評価における課題点の考察

→次につながる評価になっているか。諦めてしまう生徒に対

してのアプローチの方法。


